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 今から７５年前１９４８年に国連総会で『世界人権宣言』が採決されました。我が国も人間らし

く生きる権利がすべての国民にあることを確認し、その実現に向けた努力を誓っています。今年度、

本校は「全国中学生人権作文コンテスト」の実施校に選ばれました。日常の家庭生活、学校生活、

グループ活動あるいは地域社会との関わりなどの中で得た体験等を通じ、人権尊重の重要性、必要

性について考えたことなどを題材として、３年生・２年生は全員に１年生は有志の生徒に人権作文

を書いてもらいます。（４００字詰め原稿用紙５枚以内）ちなみに、いじめは人権侵害です。そして、

戦争は最大の人権侵害であり差別でもあります。小さな見逃しの連続が、大きな禍(わざわい)になら

ないよう、まずはしっかりと人権について考えてみてください。      校長 大瀧 訓久 
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 さだまさし氏の曲に「償い（つぐない）」という有名な作品がある。私が小学生の頃、母が聞か

せてくれた話だ。それは、私が過って友人に怪我をさせたことがきっかけだった。遊びの中の事故

で、決して故意ではなかったが、友人は目のすぐ横を負傷してしまった。 

 真冬のある日、私が加害者であるとの連絡を受けた母は、すぐに友人の家族に電話で謝罪し、受

診する病院に私を伴って駆けつけた。寒い廊下で、診療が終わるまで直立のまま待っていたところ、

母が静かに私を見据えて「もし A 君が視力を失ったら、あんたはこれからは自分のために生きる

んやない。一生A君の目になり生きていきなさい。」と、とめどなく流れる涙とともに言った。こ

の冷静すぎる母の態度に、私は全身が冷たくなっていくのを感じた。「わざとじゃないのに。まさ

かこんな重大なことになるなんて。」取り返しのつかないことをしてしまったと、頭が真っ白にな

った。気付くと母と私は人目もはばからず号泣していた。診察室から出て来た友人と彼のお母さん

に、母は「A君は大好きなテニスも諦めなきゃならなくなるかもしれません。それどころか日常生

活にも支障があるかもしれません。ご両親が今までどれだけの苦労をして育ててこられたか。将来

をどれだけ楽しみにしていらしたか。出来る限りの償いをさせてください。」と、これでもかとい

うほど頭を下げ、謝罪をした。私と友人が仲の良いことで、母親同士も仲良く付き合っていたので、

まさか母が敬語で謝罪するなんて思いもよらなかった。友人のお母さんは、母に寄り添って言った。

「幸い眼球は傷つかなかったの。傷跡は残るかもしれないけど、わざとじゃないんだから。洵太君

もそんなに泣かないで。」と、私の肩もなでてくれた。余計に涙が出てきた。普段バカ話をする友

人の左目にはガーゼが当てられ、黙っている。とても気まずくて、私は「本当にごめんなさい。」

というのが精一杯だった。 

 その夜、母は帰宅した父の隣に私を座らせて、この出来事を説明した。そこで「償い」という曲

の話を聞かせてくれた。 

“ゆうちゃん”が起こした交通事故で被害男性が死亡。彼は毎月給料日になると郵便局に走る。同

僚は「貯金だけが趣味だな。」と嘲笑うが、実はずっと被害者の妻に送金を続けていたのだ。ある

日ゆうちゃんに一通の手紙が届く。それは被害者の妻からだった。 

「そこには、もうあなたの人生を送ってくださいって書いてあったのよ。到底許されるわけもない

と分かっとんやけどね。お母さんが言いたいのは、誰かの権利を侵してまで、あんたの権利が優先

されることは絶対ないってことなんよ。今回はわざとじゃなかった。でも注意を怠ったのは事実や

ろ。もしA 君が失明したら、あんたは必死で働いて、A 君が本来ならば持っていた“見る”とい

う権利を復活させるためにお金と時間を遣いなさい。あんたが学生のうちは、お父さんとお母さん
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が代わる。家族みんなでいろんなことを犠牲にして生きていかないかん。それが償いたい。」母の

言葉に、私は頷くしかなかった。 

 翌日は、学校で友人と顔を合わせることが怖かった。許してもらえるのか、いや、そもそも許し

てもらおうなんて思ってはいけないんじゃないか。そんな私に彼は「おはよう。昨日はごめんな。」

と話しかけてくれたのだ。その時の気持ちは、今でも言葉にできない。胸につかえていた巨大な黒

い何かが、ゴロッと落ちてくれた感じだった。きっと彼は、私が遠慮して疎遠になるのを避けてく

れたのだろう。何事もなかったようにとはいかないが、自然な対応ができるようになったのも、そ

の一瞬の彼の気遣いのおかげだったと思う。 

 週末、ずいぶん傷が回復したと連絡を受け、私と両親は改めて友人の家に謝罪に行くことにした。

サッカーの練習の後だったので、ユニフォームのまま行こうとした私を、父が「着替えろ」と制し

た。「お前がさせた怪我のせいで、テニスの練習を休んどる A 君の気持ちを考えろ。」いつもは優

しい父が厳しい口調で言った。そうだ、この小さな気遣いも償いなんだ。私は即座にユニフォーム

を脱いだ。 

 その後、友人の怪我は治り、傷跡もほとんど残らなかった。私達はそれぞれの志望校に合格し、

離ればなれになってしまったが、私の部屋には卒業式に彼と肩を組んで写った記念写真が飾ってあ

る。もちろん大切な友人だからという理由だが、あの事故を忘れないようにという意味もある。あ

の事故は、他人の権利を侵すことの悪と、たとえ過失であっても、自分だけでなく、家族や周囲ま

で巻き込んでしまう恐ろしさを私に教えてくれた。 

 

コロナ禍前の各校の討論テーマです。 

普段から、討論に慣れておきましょう。 

足立高校：皆さんはクラスの文化祭実行委員です。文化祭のクラスの出し物について多数決をとっ

たところ、A 案と B 案が得票数が同数で最も多くなりました。これからどのようにす

ればよいでしょうか？話し合ってください。 

淵江高校：Aさんは毎日、部活動をしています。帰宅すると疲れてしまい、学習意欲が湧きません。

そのうち成績も下がってしまいました。成績を上げるために A さんにするアドバイス

を皆さんで考えてください。 

江北高校：これからの世の中を、人工知能(AＩ)と共存しながら、人間として心豊かに生きていく

ために、「私たちができること」、「私たちが心掛けなければならないこと」などについ

て、皆さんで討論してください。 

足立西高校：本校に入学すると、毎日学校に通い勉強をすることになります。学校で授業を受ける

意味について、意見交換をしてください。 

 

 

 

７月 ５日（水） 小中連携研修（東島根中・授業(社会・数学・音楽)） 

  １０日（月） 避難訓練 

  １１日（火） １年：魚沼自然教室保護者会 

  １２日（水）～１４日（金） ２年：職場体験 

  １９日（水） 大掃除 

  ２０日（木） 全校集会 

  ２１日（金） 夏季休業日始、全学年：サマースクール始・三者面談始 

  ２７日（木） 三者面談終 （２８日（金） 教室内工事のためサマースクールは中止） 

  ３１日（月） サマースクール終 

８月 ６日（日） 東京都中学校吹奏楽コンクール（府中の森芸術劇場） 

９月 １日（金） 全校集会、専門委員会（前期最終） 

今 後 の 予 定 

都立高校推薦入試 集団討論復活か？ 


